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二十歳の門出を祝う　輝かしい未来へ 令和８年１月１１日
田子町二十歳を祝う会

　

令
和
８
年
田
子
町
二
十
歳

を
祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
央
公
民
館
の
ホ
ー

ル
に
は
振
り
袖
姿
・
ス
ー

ツ
・
袴
姿
の
二
十
歳
を
迎

え
る
25
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

恩
師
や
友
達
と
の
再
会
を
懐

か
し
む
声
や
、
写
真
を
撮
り

合
う
な
ど
、
会
場
に
は
笑
顔

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
新
た
な
門
出
を

迎
え
、
引
き
締
ま
っ
た
顔
で

未
来
を
見
つ
め
る
姿
が
ス
テ

キ
で
し
た
。

様
々
な
夢
・
想
い
を
胸
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
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二十歳の門出を祝う　輝かしい未来へ

大人になった 友と再会！！
私たちの未来は これから！！

恩
師
の
先
生
と
の
思
い
出
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形　

憲
男

椛
本　

義
見

宮
村　

尚
哉

欠
端　

則
夫

山
崎　

美
代
志

　

欠　
　

員

山
﨑　

一
義

菊
地　

健
二

中
平　

美
賀
子

澤
口　

勝

令和７年田子町議会第４回定例会

議　案
第50号

○田子町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について・・・田子町乳児等通園支援事業
の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第51号

○青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について・・・
黒石地区清掃施設組合が解散するため

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第52号

○青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更につ
いて・・・黒石地区清掃施設組合が解散するため

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第53号 ○令和７年度田子町一般会計補正予算（第６号）について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第54号

○令和７年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
（第３号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第55号

○令和７年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第56号

○令和７年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第
３号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第57号 ○第７次田子町総合計画基本構想について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年田子町議会第１回臨時会

議　案
第１号

○令和７年度田子町一般会計補正予算（第７号）について・・・
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金充当事業に係る予算

原案
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

　
定
例
会

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
９

日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案

の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
の
一
般
質
問
に
は
３
名
の

議
員
が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
議
案
の
審
議
、
議
員
派
遣
の

件
、
各
常
任
委
員
会
に
係
る
所
管
事
務

調
査
の
承
認
が
行
わ
れ
、
追
加
提
案
が

１
件
あ
り
ま
し
た
。

　 

臨
時
会

　

 

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
９

日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
の
上
程
・

説
明
・
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
田
子
町
議
会
定
例
会

臨
時
会
あ
ら
ま
し

下
記
、
議
案
等
の
採
決
結
果

に
つ
い
て
は
、
時
系
列
と
な

り
ま
す
。
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議会を傍聴しませんか！！
　田子町では３月に第１回定例会、６月に第２回定例会、９月に第３回定例会、１２
月に第４回定例会が行われ、随時、臨時会が開かれます。定例会は一般質問を含め会
期中は、基本的に傍聴することができます。
　※開会は前月末に行われる場合があります。
　※ＴＣＶでは編集して放送しています。
　※会期日程については田子町役場ホームページをご覧下さい。

地方議会議員の活動は、単に本会議（定例会・臨時会等）などの会議に
出席し、議案の審議などを行うだけでなく、当該地方公共団体の事務に
関し調査研究するための研修会等の活動や、住民代表として住民意思を
把握するための活動等、広域的かつ多岐にわたります。

会議等の名称 派遣場所 派遣期間 派遣議員

世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会
全体会

鹿角市 11月５日
澤口・尾形・宮村
欠端・山﨑（一）

菊地

第３３回連携中枢都市圏の形成に関する講演会 おいらせ町 11月10日
澤口・尾形・宮村
山﨑（一）・中平

令和７年度三戸郡町村議会議員研修会 五戸町 11月20日
澤口・尾形

山﨑（一）・菊地

第４０回東京田子会役員会並びに総会及び交流会 東京都 11月23日
澤口・宮村
菊地・中平

総務文教常任委員会　学校訪問 田子町 11月24日
澤口・尾形

椛本・山崎（美）

世紀超えトンネル協議会　秋田県知事要望 秋田市 12月25日 澤口・尾形・欠端
山﨑（一）・菊地

田子町出初式 田子町 １月４日 全議員

田子町新年を祝う会 田子町 １月８日
澤口・尾形・宮村

欠端・山﨑（一）・中平

二十歳を祝う会 田子町 １月11日
澤口・尾形・椛本

宮村・欠端・山﨑 (一 )
菊地・中平

議員活動出席状況
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一 般 質 問

１２月定例会では１２月１１日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端議員・・・Ｐ７
・消防団について	 ・害獣対策について

○尾形議員・・・Ｐ８
・遊休地の活用について	 ・人口減少対策について

○山﨑（一）議員・・・Ｐ９
・防災について	 ・田子神楽育成について
・林道整備について	 ・有害鳥獣被害対策について

○一般質問は、町政全般にわたり疑問点を問いただし、町の様々な仕事について
報告・説明を求め、町政のチェックを行う大事な議員活動の場です。
・質問の時期
　定例会において行われ、臨時会では許可されていません。
・質問の通告
　質問する議員は期限までに通告書を作成します。通告書は議長の許可を得て町

長部局へ配布されます。議場において通告書に記載された以外の質問をするこ
とはできません。
・質問の要領
　質問はあくまで質問に徹するべきで、要望やお願い、お礼の言葉を述べること

は慎むべきとなっています。

二
十
歳
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祝
う
会
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例
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活
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／
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り
、
約
５
割
ほ
ど
の
方
が
出
動
出
来
る

も
の
と
考
え
る
。

人
員
不
足
を
機
材
等
で
補
う
方
法

は
無
い
か
。

人
員
不
足
に
つ
い
て
は
消
防
相
互

応
援
協
定
に
基
づ
き
、
隣
接
自
治

体
か
ら
応
援
を
頂
き
人
員
不
足
を
補
う

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
。
効
率
的
な
資

機
材
を
取
り
入
れ
る
事
も
検
討
し
て
行

き
た
い
。

冬
に
な
る
が
暖
か
い
長
靴
を
支
給

で
き
な
い
か
。

消
防
団
と
支
給
す
る
方
向
で
話
し

合
い
た
い
。

熊
が
冬
眠
に
入
ら
ず
新
郷
村
の
よ

う
に
罠
を
11
月
い
っ
ぱ
い
使
用
す

県
の
捕
獲
事
業
で
は
町
内
で
も
報

奨
が
出
る
所
と
で
な
い
所
が
あ
る

と
聞
い
た
。
出
な
い
所
で
は
町
で
出
す

べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

出
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。

緊
急
銃
猟
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

し
た
か
。

県
内
で
は
２
自
治
体
だ
け
が
作
成

済
み
で
、当
町
は
ま
だ
未
定
で
あ
る
。

下
田
子
地
区
に
熊
が
出
た
時
、
店

舗
等
は
自
動
ド
ア
を
手
動
に
し
た

が
役
場
は
自
動
の
ま
ま
だ
っ
た
。
町
の

施
設
は
ど
う
対
応
し
た
か
。

本
年
は
自
動
を
切
っ
て
い
な
か
っ

た
。
来
年
か
ら
は
気
を
つ
け
た
い
。

く
く
り
罠
は
ワ
イ
ヤ
ー
等
が
壊
れ

や
す
い
。
罠
の
ワ
イ
ヤ
ー
や
工
具

を
援
助
出
来
な
い
か
。

罠
は
効
果
で
は
無
く
新
し
く
用
意

す
る
か
修
理
す
る
か
を
考
え
て
み

た
い
。
ま
た
、
町
で
も
罠
を
多
数
用
意

し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

団
員
確
保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

団
員
の
充
足
率
76
・
６
％
で
あ
り
、

個
々
の
分
団
毎
に
年
間
を
通
じ
て

声
掛
け
等
の
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
に
お
い
て
は
、
広
報
た
っ
こ

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活
用
し
、
広

報
活
動
を
し
な
が
ら
団
員
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

日
中
及
び
夜
間
に
出
動
出
来
る
団

員
の
把
握
が
出
来
て
い
る
か
。

平
日
の
日
中
、

町
内
で
自
営
や

勤
務
を
し
て
い
る
団

員
の
う
ち
、
約
４
割

の
出
動
が
出
来
て
い

る
。
夜
間
は
町
外
勤

務
の
方
が
町
内
に
戻

る
と
決
め
た
所
も
あ
る
。
当
町
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
で
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
実

施
期
間
を
５
月
か
ら
11
月
頃
と
記

載
し
て
お
り
、
実
際
に
今
年
度
11
月
に

２
件
の
箱
罠
を
設
置
し
た
。

秋
田
県
の
よ
う
に
自
衛
隊
に
手
伝

っ
て
貰
う
と
い
う
こ
と
を
青
森
県

に
進
言
す
る
考
え
は
無
い
か
。

秋
田
県
の
協
力
要
請
は
青
森
県
の

２
倍
以
上
の
出
没
や
６
か
ら
７
倍

の
被
害
件
数
に
よ
り
自
治
体
職
員
の
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
と
考
え
て
い
る
。
当
町

で
は
引
き
続
き
出
没
状
況
を
み
な
が

ら
、
ま
た
、
近
隣
町
村
と
も
情
報
共
有

し
な
が
ら
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
要
請

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

協
力
者
に
対
す
る
保
険
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

田
子
町
鳥
獣
被
害
防
止
実
施
対

は
、
町
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
て
活

動
す
る
非
常
勤
公
務
員
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
保
証
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

欠端 則夫 議員

QQ

QQ

Q QQQ

ＡＡ

ＡＡＡ

Ａ ＡＡＡ

消
防
団
に
つ
い
て

害
獣
対
策
に
つ
い
て

地
域
防
災
と害

獣
対
策
の
要

QQ QＡＡ

二
十
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方
針
、
施
策
、
経
過
と
評
価
。
優

先
順
位
、
今
後
の
予
算
措
置
は
。

第
２
期
田
子
町
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
緩
や
か
な
減
少
を
目
指
し
て

い
る
。

　

対
応
す
る
施
策
と
し
て
、

①
雇
用
の
創
出

②
定
住
施
策

③
結
婚
か
ら
始
ま
る
子
育
て
総
合
支
援

④
健
康
寿
命
の
延
伸

　

経
過
と
評
価
と
し
て
、
重
要
業
績
評

価
指
標
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
度
に
よ
り
進

捗
を
毎
年
度
管
理
し
て
お
り
、
44
項
目

を
設
定
し
、
町
総
合
計
画
審
議
会
に
報

告
、
意
見
を
聴
取
す
る
。

　

優
先
順
位
と
予
算
措
置
に
つ
い
て

は
、
出
生
数
の
減
少
、
若
者
世
代
の
町

外
流
出
の
歯
止
め
が
必
要
と
考
え
る
た

め
、
将
来
に
安
心
と
展
望
を
持
て
る
環

と
考
え
る
。

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
庁
舎
内
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
情
報
の
取
得
方

法
と
広
報
の
仕
方
は
。

複
数
課
に
関
連
す
る
手
続
き
は
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
し
て
い
る
。
書

類
記
入
は
今
後
Ｄ
Ｘ
推
進
を
検
討
し
、

各
種
証
明
書
な
ど
の
電
子
申
請
及
び
電

子
決
済
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め

る
。

　

町
か
ら
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

行
政
配
布
物
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

保
育
園
跡
地
の
活
用
方
法
は
。

地
域
活
性
化
や
住
民
福
祉
向
上
を

目
指
し
て
活
用
を
検
討
中
。
財
政

課
題
が
あ
り
、
具
体
化
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活

用
予
定
。

重
要
な
行
政
課
題
と
認
識
し
て
い

る
の
に
取
り
組
ま
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

職
員
の
人
数
不
足
な
ど
様
々
な
要

因
が
あ
る
が
、
今
後
は
し
っ
か
り

対
応
す
る
。

具
体
的
に
何
を
検
討
す
る
の
か
。

町
民
、
事
業
者
な
ど
と
ニ
ー
ズ
の

調
査
す
る
。

境
を
整
え
る
こ
と
に
優
先
的
に
施
策
を

進
め
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
優
先

配
分
す
る
。

令
和
２
年
の
田
子
町
の
総
合
人
口

は
４
９
６
８
人
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
７
年
３
月
末
時
点
で
は
、
４
６
８

３
人
で
あ
り
２
８
５
人
の
減
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
第
２
期
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
推
定
値
か
ら
97
人
多
く
減
少
し
て

お
り
、
特
に
、
若
い
世
代
の
減
少
、
転

出
が
上
回
っ
て
い
る
。
若
い
世
代
の
定

着
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

若
い
世
代
の
定
着
を
促
す
た
め

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

他
の
行
政
で
も
行
っ
て
い
る
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
合
戦
で
は
無
く
、
地
域
学
を
子

ど
も
た
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
愛
着
を
持

っ
て
貰
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
地

域
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
の

家
を
守
る
後
継
者
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要

尾形 憲男 議員

QQQ

Q

Q

Q

ＡＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

遊
休
地
活
用
で
地
域
活
性
化
、
人
口
減
少
対
策

遊
休
地
の
活
用

人
口
減
少
対
策

二
十
歳
を
祝
う
会

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動
出
席
状
況

一
般
質
問

議
員
研
修
会
／
視
察
活
動
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P4

P5

P6〜 P9
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防
災
や
文
化
、林
道
整
備
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
神
楽
経
験
者
を
勧

誘
し
、
部
員
の
確
保
に
努
め
て
い

く
と
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
育
成
・
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

町
や
近
隣
市
町
に
居
住
し
て
い
る

方
や
高
校
卒
業
予
定
者
、
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
方
に
対
し
て
声
が
け
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
５
年
間
で
10
名
の
加

入
者
が
あ
り
、
20
代
の
若
者
で
あ
る
。

育
成
と
し
て
は
、
養
成
講
座
を
月
２
回

程
度
開
催
し
、
文
化
祭
で
成
果
発
表
会

を
行
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
、
活
動
補

助
を
行
い
今
後
も
応
援
し
て
い
く
。

令
和
７
年
度
林
道
刈
払
い
計
画
４

万
９
２
４
６
ｍ
の
実
施
内
容
と
実

績
に
つ
い
て
、
ま
た
、
今
後
の
計
画
に

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
で
の
血
液

検
査
の
結
果
、
豚
熱
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
国
の
補
助
に
つ
い
て
は
後

ほ
ど
報
告
す
る
。
処
理
は
、
埋
設
と
償

却
が
基
本
で
あ
る
が
、
焼
却
炉
が
無
い

た
め
埋
設
で
処
理
し
て
い
る
。

農
作
物
被
害
、
人
身
被
害
、
住
宅

地
に
出
没
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で

も
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
訓
練
は
実
施
し

な
い
の
か
伺
う
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
ひ
な
形
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
作
成
に
取
り
組
む
。

　

訓
練
に
つ
い
て
も
今
後
取
り
組
ん
で

い
く
。緩

衝
帯
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
実
施
内

容
と
実
証
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

緩
衝
帯
は
、
候
補
地
の
選
定
が
困

難
で
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
も
緩

衝
帯
設
置
を
実
施
し
て
い
く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
長
距
離
無
線
式
捕
獲

パ
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
と
通
信
機
能
付

き
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
５
台
を
購
入
し

た
。
効
果
は
高
い
と
感
じ
て
お
り
、
引

き
続
き
確
実
な
捕
獲
に
努
め
て
い
く
。

災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て
井

戸
水
・
湧
き
水
の
水
質
調
査
等
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺

う
。

井
戸
水
・
湧
き
水
の
所
有
者
へ
水

質
調
査
等
の
意
向
確
認
に
係
る
文

書
を
12
月
５
日
付
け
で
発
出
し
た
。
来

年
１
月
中
旬
以
降
に
水
質
検
査
を
行
っ

て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

町
に
１
台
給
水
車
が
あ
る
が
、
さ

ら
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
手
配

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
民
の
方
に
は
、
日
頃
か
ら
３
日

か
ら
１
週
間
分
の
備
蓄
品
を
備
え

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
が
、
今

後
も
強
く
お
願
い
し
て
い
く
。

　

給
水
車
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

つ
い
て
伺
う
。

刈
払
い
機
等
に
よ
る
草
刈
り
を
基

本
と
し
、
倒
木
が
あ
っ
た
場
合
は

伐
採
し
、
刈
り
幅
は
３
ｍ
以
上
、
刈
払

い
後
の
草
木
撤
去
ま
で
行
い
、
３
万
５

４
０
９
ｍ
を
実
施
し
た
。
今
後
は
、
13

万
６
５
９
ｍ
あ
る
林
道
等
を
、
４
年
か

ら
５
年
に
１
度
全
路
線
の
草
刈
り
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
計
画
す
る
が
、
緊
急

度
や
重
要
度
を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
目
撃
、
被
害
状
況
、

捕
獲
や
駆
除
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

目
撃
は
ク
マ
32
件
、
イ
ノ
シ
シ
16

件
、
小
型
獣
11
件
で
果
樹
、
野
菜
、

飼
料
作
物
、
水
稲
が
被
害
を
受
け
、
捕

獲
は
ク
マ
13
頭
、
イ
ノ
シ
シ
16
頭
、
小

型
獣
は
５
頭
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
16
頭
捕
獲
し
た
時
に
豚

熱
は
確
認
さ
れ
た
の
か
、
感
染
が

あ
っ
た
場
合
、
国
の
補
助
等
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
捕
獲
し
た
獣
の
処
理
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

山﨑 一義 議員

QQ

Q Q

QQ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

防
災
に
つ
い
て

QQ ＡＡＡ

田
子
神
楽
育
成
に
つ
い
て

林
道
整
備
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

二
十
歳
を
祝
う
会
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／
審
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結
果

議
員
活
動
出
席
状
況
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質
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修
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／
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田子町と鹿角市の連携継続の
重要性を再認識

（澤口　勝）

トンネルが出来る事への経済
以外の重要性

（欠端　則夫）

整備は必要。予算、国・県事業は今後検討
（山﨑　一義）

人と物の交流を高め災害に備
える一番の早道

（菊地　健二）

近年の異常気象や災害への対
応には不可欠

（宮村　尚哉）

世紀越えトンネル全体会 in 鹿角市

世紀越えトンネル　秋田県知事要望

秋田県議会

“
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
”
青
森
県
と
秋
田
県
を
結
ぶ
、
国
道
１
０
３
号
鹿
角
市
大
湯
と
国
道
１
０
４
号
田
子
町
夏
坂
間
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
（
一
部
ト

ン
ネ
ル
化
）
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、
田
子
町
と
秋
田
県
鹿
角
市
の
議
会
議
員
が
一
丸
と
な
り
早
期
着
工
へ
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
加
速
化
市
町
議
会
協
議
会

二
十
歳
を
祝
う
会

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動
出
席
状
況

一
般
質
問

議
員
研
修
会
／
視
察
活
動
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P5
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愛され続ける郷土を守っていきたい
（宮村　尚哉）

離れていても、故郷を想う気持ちは同じ
（澤口　勝）

ふる郷を想い、ふる郷の良き時代交流と
して　　　　　　　　　（中平　美賀子）

方言で話しても、わかり合える幸せを感
じた　　　　　　　　　　（菊地　健二）

令和７年１１月２３日　
第４０回　東京田子会総会及び交流会

元気な田子人！！ 故郷を思う気持ちを忘れない

二
十
歳
を
祝
う
会

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動
出
席
状
況

一
般
質
問

議
員
研
修
会
／
視
察
活
動
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P4

P5

P6〜 P9
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「『
選
ば
れ
る
』
地
方

都
市
圏
に
求
め
ら
れ
る

地
域
交
通
戦
略
」
と
題

し
、
当
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
も

尽
力
を
い
た
だ
い
た
、

福
島
大
学
の
吉
田
樹
教

授
か
ら
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。

「
三
戸
郡
の
文
化
財
と

文
化
財
保
護
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
五
戸
町

教
育
委
員
会
教
育
課　

村
木
課
長
補
佐
か
ら
三

戸
郡
内
の
文
化
財
の
紹

介
や
保
護
政
策
な
ど
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

地元定着への鍵は公共交通
機関が重要。

（宮村　尚哉）

文化を守り育むことが大切。
（澤口　勝）

持続する地域のために公共
交通がある。

（山﨑　一義）

スクラム８を活用し、ふる
さと発信を！

（尾形　憲男）

コミュニティバスの成功事
例と継続として。

（中平　美賀子）

自然・伝統文化・守り語
り継ぐ事が重要。

（菊地　健二）

八戸圏域連携中枢都市圏研修会

令和７年度三戸郡町村議会議員研修会

地域交通の再設計は「生き残り戦略」

二
十
歳
を
祝
う
会

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動
出
席
状
況

一
般
質
問

議
員
研
修
会
／
視
察
活
動
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P6〜 P9
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総
務
・
文
教
常
任
委
員

会
行
政
視
察
で
給
食
セ
ン

タ
ー
・
田
子
小
学
校
・
田

子
中
学
校
・
田
子
幼
稚
園

へ
訪
問
し
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
よ
り
良
い
環
境

で
活
動
で
き
る
よ
う
に
現

場
の
声
を
聞
き
、
課
題
解

決
へ
教
育
現
場
と
町
、
議

会
が
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
す
。

こども達の楽しい学舎で有り続ける様に！
（尾形　憲男）

子供たちの安全、学習環境を第一に考え
要望に応えるよう協力する。（椛本　義見）

学校側からの修繕などの要望に出来るだ
け対応できるように。　　（山崎　美代志）

令和７年１１月２５日　学校訪問

給食センター

田子小学校

田子中学校

田子幼稚園

給食試食

二
十
歳
を
祝
う
会

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動
出
席
状
況

一
般
質
問

議
員
研
修
会
／
視
察
活
動
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発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
２
６
号
）

　

委
員
長　
　

欠
端　

則
夫

　

副
委
員
長　

菊
地　

健
二

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

宮
村　

尚
哉

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

一
義

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

全
議
員

■発行／田子町議会　青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂平８１　TEL 0179 -20 -7121 FAX 0179 -32 -4294
■編集／田子町議会広報編集委員会 ■メールアドレスtakko0601a@town.takko.lg.jp 【印刷】有限会社赤坂コピーライツジム

11月27日、田子小学校２年生22名が生活科の校外学習で役場見学にやってきました。議場
見学では実際に議席に座ったりマイクで発言したりと、議会の雰囲気を体験しました。

議会訪問

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
世
界
は
ど
う

見
て
い
る
？

　

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
１

年
の
間
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
75
％
以
上

縮
小
、
79
％
の
国
民
が
極
度
の

貧
困
状
態
。
約
７
９
０
万
人
が

国
外
に
避
難
、
国
民
の
20
％
が

海
外
に
出
て
い
る
状
況
。
13
年

間
で
３
度
の
デ
ノ
ミ
、
合
計
14

桁
の
切
り
下
げ
に
よ
る
ハ
イ
パ

ー
イ
ン
フ
レ
。
石
油
埋
蔵
量
世

界
１
位
で
あ
り
な
が
ら
国
民
が

豊
か
で
な
い
。
マ
ド
ゥ
ロ
氏
は
、

誰
の
た
め
の
政
治
を
行
っ
て
い

た
の
か
？

　

議
会
人
と
し
て
、
自
治
体
の

意
思
決
定
に
し
っ
か
り
関
与
し

て
行
か
な
け
れ
ば
、
明
日
は
我

が
身
、
襟
を
正
し
て
活
動
を
し

て
い
こ
う
。

（
尾
形　

憲
男
）

つ
ぶ
や
き

ようこそ 議場見学へ！ようこそ 議場見学へ！


